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 保護者の皆様においては，益々ご清栄のこととお喜び申しあげます。 

 さて，6月12日に行いました「基礎・基本」定着状況調査結果の分析を行いました。

また，今後の指導についてもまとめましたので，参考にしていただきたいと思います。 

 

【１】国語・算数の結果及び学習に関する意識調査から 

 

国語    算数    

 広島県 広島市 本校  広島県 広島市 本校 

教科全体通過率 75.8% 74.1% 76.3% 教科全体通過率 75.0% 72.9% 74.1% 

領域別通過率    領域別通過率    

聞くこと 77.7% 75.1% 86.2% 数と計算 84.6% 83.5% 84.9% 

書くこと 56.4% 55.9% 49.5% 量と測定 73.7% 71.0% 69.0% 

読むこと 80.7% 79.9% 76.2% 図形 58.7% 55.0% 57.9% 

言語事項 78.3% 75.9% 82.1% 数量関係 72.7% 70.7% 73.9% 

 

《国語》 

☆教科全体の通過率は県や市を上回っている。 

 

○領域別の通過率で，「聞くこと」「言語事項」は県や市を上回っている。 

△領域別の通過率で，「書くこと」「読むこと」は県や市を下回っている。 

△意識調査では，漢字などの繰り返し学習を苦手と感じている児童は多くはない。し 

かし，実際には３・４年生までの漢字の読み書きが十分には身についていない。 

△物語文で登場人物の気持ちを読み取ったり，説明文で段落相互の関係や要旨をとら 

えたりする学習が苦手である。 

△目的や必要に応じて文章を書いたり，書かれた文章の意図や内容の要旨を読み取っ 

たりすることができていない。また，語彙も不足している。 

 

《算数》 

☆教科全体の通過率は市は上回っているが，県の通過率には及ばなかった。 

 

○領域別の通過率で，「数と計算」「数量関係」は県や市を上回った。 

△領域別の通過率で，「量と測定」は県や市の通過率には及ばなかった。 

△整数のたし算やかけ算などの計算が，正確にできていない児童も尐なくない。 

△考え方や解き方を絵や図，式で表し，言葉で根拠を示しながら説明するのが苦手だ 

と感じている児童が多い。 

△単位や時間の概念の理解，作図の技能の習熟が十分でない児童が尐なくない。 



 

【２】生活に関する意識調査や学校の現状から 

 

アンケートでは 

○将来の夢や目標を持っている。 

○努力すれば，たいていのことはできる。 

                       と答えた児童の割合が高かった。 

逆に 

△自分の良さが周りから認められていると感じている。 

△自分で考えて，見通しを持って行動している。 

△相手の考えを聞き，自分の思いをうまく相手に伝えようとしている。                                              

と答えた児童の割合が比較的低かった。 

 また，学習時間・読書時間・テレビを見たりゲームをしたりする時間は児童によっ

て差異があり，これは昨年度と同様である。 

 

学校では 

○まじめに学習している。  

○決められたことはきちんとやろうと心がけている。 

○きちんとあいさつや返事をしている。 

 

その一方で 

△忘れ物が多い。 

△話を最後まで聞くことができない。 

△自分の考えを持ち，相手に分かりやすく伝えることができない。 

    などの傾向も見られる。 

 

【３】今後の指導について 

 

①学習 

・国語科では，継続して音読の時間を確保して文章表現や言葉の習得を図りたい。説 

明文では，接続詞の使い方などを再度確認するとともに，段落相互の関係や中心文， 

重要な語句に注目させて要旨をまとめる学習を続けていきたい。 

・書きたいことの意図が伝わるように，作文や日記の指導を続けていきたい。 

・朝読書の時間を確保したり本を紹介したりするなどして，文章に触れる機会を確保 

していきたい。 

・これまでどおり小テストを行い，１年生から５年生までの漢字や語彙の習得を引き 

続き図っていきたい。 

 

・算数科では，不十分だった技能や概念を念頭において今後の単元での指導を行いた 

い。 

・百マス計算・繰り返しプリントを学年全体で取り入れ，数量や図形の知識・理解を 

確実なものにするとともに技能の習得を図っていきたい。 

 



・算数科や理科，社会科の学習では，図や表なども適切に使ってのノートをまとめら 

れるように指導していきたい。 

・相手の話を正確に聞き取り，自分の考えを相手に分かるように話す力を育てていき 

たい。「話す・聞く」領域の基礎的な学習は，国語科で行っているが，算数科や他の 

教科の授業の中でも話し合いの場面を大切にしていきたい。  

 

②生活 

・日々の学校生活（学習・遊び・学級活動・児童会活動）の中で，教師側が児童の行 

動をよく観察し，自主的な行動や前向きな発言をきちんと評価していく。そうする こ

とで，児童に自信や積極性を身に付けさせていきたい。 

・生活ノートをきちんと書かせ，学習用具の準備や点検をするように継続して指導を 

行いたい。 

 

 子どもたちに確実な力をつけるため，ご家庭でも機を逃さず，肯定的な言葉かけな

どの励ましでやる気を引き出し，自信をもって学習に取り組めるようご協力をお願い

いたします。 

 なお，お尋ねになりたい点がございましたら，お気軽に学校へお問い合わせくださ

い。                        （221-3012 教頭 正岡） 

 

  参考･･･過去３年間の通過率（％） 

       平成２１年度      平成２２年度     平成２３年度 

 広島県 広島市 白島小 広島県 広島市 白島小 広島県 広島市 白島小 

 国語  75.0  74.0  68.1  82.3  81.0  85.1  78.5  77.3  78.1 

 算数  79.8  78.4  75.6  79.0  77.6  77.7  77.8  76.2  79.0 

  


